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本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
現
代
史
家
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
に
よ

る
ビ
ス
マ
ル
ク
伝
の
翻
訳
で
あ
る
。 

 

本
書
の
叙
述
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
が
属
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ユ
ン
カ
ー
階
級

を
捉
え
た
バ
ー
ク
の
保
守
主
義
思
想
の
分
析
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
際
、
そ
こ

に
含
ま
れ
て
い
た
資
本
主
義
社
会
へ
の
適
応
力
の
高
い
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
敵
意

が
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
結
合
し
、
自
由
主
義
＝
ユ
ダ

ヤ
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
ビ
ス
マ
ル
ク
自
身
も
こ
の
よ

う
な
志
向
を
あ
る
程
度
共
有
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。 

 

続
い
て
、
家
庭
環
境
、
交
友
関
係
な
ど
、
政
治
家
と
し
て
の
彼
の
行
動
を

規
定
し
た
と
推
測
さ
れ
る
様
々
な
要
因
に
つ
い
て
、
考
察
が
加
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、「
弱
い
父
」
と
「
強
い
母
」
の
間
で
苦
悩
す
る
不
幸
な
少
年
時
代
を

送
っ
た
こ
と
が
、
彼
と
後
の
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
夫
妻
、
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
三
世
夫
妻
と
の
関
係
に
も
影
を
落
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
本
書
は
さ

ら
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
敬
虔
主
義
の
保
守
派
グ
ル
ー
プ
、
特
に
国
王
の
取

り
巻
き
を
形
成
し
て
い
た
友
人
た
ち
と
の
交
際
が
、「
気
違
い
ユ
ン
カ
ー
」
の

異
名
を
と
っ
た
彼
を
政
治
の
世
界
へ
導
い
た
こ
と
を
示
す
が
、
一
八
六
二
年

に
プ
ロ
イ
セ
ン
首
相
と
な
っ
た
彼
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
対
立
や
ナ
ポ
レ

オ
ン
三
世
と
の
連
携
、
普
通
選
挙
の
導
入
と
い
っ
た
保
守
派
の
友
人
た
ち
が

躊
躇
す
る
よ
う
な
選
択
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
八
七
一
年
、
ド
イ
ツ
帝
国

を
成
立
さ
せ
た
と
す
る
。 

 

以
後
、
新
国
家
を
維
持
し
、
機
能
さ
せ
る
課
題
に
取
り
組
ん
だ
彼
は
、
国

際
政
治
の
面
で
は
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
復
讐
を
防
ぐ
環
境
を
整

え
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
し
か
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
と
帝
国
の
様
々
な
組
織
の

再
編
を
伴
う
国
内
政
治
は
困
難
を
極
め
、
彼
の
心
気
症
は
悪
化
し
た
。
原
理

原
則
に
囚
わ
れ
な
い
彼
は
、
保
守
派
グ
ル
ー
プ
の
出
身
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

情
勢
に
応
じ
て
自
由
派
（
ユ
ダ
ヤ
）、
中
央
党
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）、
社
会
主
義
者

な
ど
様
々
な
勢
力
と
の
同
盟
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
で
、
自
ら

が
敵
と
見
な
す
相
手
に
対
し
て
は
な
り
ふ
り
構
わ
ず
敵
対
し
、
一
八
八
四
年

に
自
由
主
義
政
治
家
の
ラ
ス
カ
ー
の
死
に
際
し
て
彼
が
と
っ
た
態
度
は
、
一

八
七
三
年
の
「
大
不
況
」
以
後
猖
獗
を
極
め
た
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
ア
ジ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
拡
大
す
る
の
を
許
す
こ
と
に
な
る
。
結
局
い
か
な
る
勢
力
も
自
ら

の
支
持
基
盤
と
し
な
か
っ
た
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
亡

き
後
、
自
分
と
は
相
容
れ
な
い
取
り
巻
き
に
囲
ま
れ
て
い
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

二
世
と
良
好
な
関
係
を
築
け
ず
、
一
八
九
〇
年
に
失
脚
す
る
。
だ
が
、
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
、
反
自
由
主
義
と
い
っ
た
彼
の
遺
産
は
彼
と
同
じ
ユ
ン
カ
ー
出
身

の
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
統
領
を
経
て
、ヒ
ト
ラ
ー
に
受
け
継
が
れ
た
と
す
る
。 

 

こ
の
ヒ
ト
ラ
ー
と
の
連
続
性
に
言
及
し
た
結
論
部
分
に
は
異
論
も
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
英
語
圏
で
特
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
皇
帝
や
帝
政
期
の
政
治
家
た
ち

の
研
究
の
成
果
を
吸
収
し
、「
ビ
ス
マ
ル
ク
と
い
う
個
性
の
力
が
接
近
す
る
の

を
体
験
し
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
記
録
し
た
人
び
と
に
物
語
を
語
ら
せ
る
」 

本
書
の
叙
述
ス
タ
イ
ル
は
、
こ
れ
ま
で
の
ド
イ
ツ
語
圏
の
ビ
ス
マ
ル
ク
研
究 
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に
は
な
か
っ
た
魅
力
を
本
書
に
与
え
て
い
る
。
ド
イ
ツ
近
現
代
史
に
興
味
の 

あ
る
各
位
に
は
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
。 

 
 
 
 
 

（
鈴
木
楠
緒
子
） 

 

 

 
 


